
 ・ こども医療対策事業
２億6，824万円

　　こども医療費助成制度の助成対象年齢
を中学校３年生終了まで拡大します。

 ・ 医療施設整備事業
　2億5，000万円

　　県西二次医療圏の中核的医療機関であ
る上都賀病院の建替えを支援します。

 ・ 地域経済活性化対策事業
35億5，425万円

　　中小企業の支援や企業誘致活動の展
開を行い、産業の活性化を図ります。

 ・ 予防接種費助成
1億6，051万円

　　子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチンを希望者に無償
で接種します。

 ・ 粟野第一小学校整備事業
1億473万円

　　木をふんだんに使い、温かみがあり木
のぬくもりを感じられる学校施設を整備
します。

 ・ 観光の振興
5，743万円

　　まちの駅新鹿沼宿のオープンや前日光
つつじの湯交流館の改修などにより、観光
の振興を図ります。

 ・ さつきのまち全国交流大会　150万円
　　さつきを市町村の花にしている自治体
や韓国順天市、さつき関係者などによる交
流大会を開催します。

 ・ 病児保育の実施　　　　 715万円
  　病気やけが等により集団保育が困難で、
家庭で育児できない小学校3年生までの
児童を一時的に預かります。

 ・ 体育施設整備事業　　 5，165万円
　　粟野総合運動公園内にフットサルコート
を整備します。また、鹿沼運動公園陸上競
技場の第4種公認取得を目指し、改修工事
を実施します。

平成23年度の主な事業
重点事業

新規事業

平
成
23
年
度

予
算
を
公
表
し
ま
す

平
成
23
年
度

予
算
を
公
表
し
ま
す

財
政
課
財
政
係　

☎
（６３）
２
１
５
１

　特別会計は、特定の収入をもって特定の事業を行う
会計で、一般の収入や支出と区別して個別に経理して
います。

　水道事業会計は、上水道管理運営のための会計で、
独立採算制をとっています。

特 別 会 計 の 予 算

水 道 事 業 会 計 の 予 算

歳 入 歳 出
予算総額　396億8千万円

民生費 120億9,264万円
　児童福祉や生活保護費などの福祉事業費

市税 0,
　市民税や固定資産税など

使用料・手数料など 
　市営住宅使用料やごみ処理手数料など 

地方交付税

市債
　道路建設などの事業を行うときの借入金 

交付金など 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

公債費 46億4,188万円
借入金の返済金（元金・利子）や手数料

土木費 45億3,800万円
　市道の建設・維持管理や区画整理事業費、
　市営住宅の建設・維持管理費など 

総務費 42億8,660万円

 総務関係の職員の人件費や庁舎管理費、リーバスの
　運行費など 

商工費 39億9,195万円
　中小企業への融資や各種イベントに係る経費など

教育費 39億1,937万円
 小中学校や図書館、美術館の管理費など

一 般 会 計 の 予 算
収 益 的 収 支
（維持管理）
資 本 的 収 支
（設備投資）

収入
支出
収入
支出

13億　173万円
10億　575万円
4億6,316万円
10億5,674万円

予　算　額会　計　名
国 民 健 康 保 険
公 共 下 水 道 事 業 費
簡 易 水 道 事 業 費
公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 費
見 笹 霊 園 事 業 費
農 業 集 落 排 水 事 業 費
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
財 産 区 管 理 会

合　　計
　　

104億8,040万円
25億5,610万円
2億2,200万円
1,820万円
2,350万円

2億　150万円
59億　510万円
8億　  30万円

910万円

202億1,620万円

143億7,529万円

56億円

29億2,520万円

19億9,127万円

15億9,084万円

　消費税や自動車重量税など国・県に納めた税金の
　一部が一定の基準で交付されたもの 

国・県支出金

　どの地域に住む人にも一定の行政サービスを提供
　できるように、国が交付する税 

74億567万円

　子ども手当等の児童福祉費や生活保護費などの
福祉事業費

0,
　市民税や固定資産税など

　市営住宅使用料やごみ処理手数料など

　給食費や市有地売払収入、各種基金からの繰入金

　道路建設などの事業を行うときの借入金

市道の建設・維持管理や区画整理事業費、
市営住宅の建設・維持管理費など

　職員の人件費や庁舎管理費、広報かぬまの印刷費など

 小中学校や図書館、美術館の管理費など　

借入金の返済に充てるお金

 中小企業への融資や各種イベントに係る経費など

健康づくりに係る費用やごみ処理費など

　消費税や自動車重量税など国・県に納めた税金の
　一部が一定の基準で交付されたもの  消防費や議会費など

　どの地域に住む人にも一定の行政サービスを提供
　できるように、国が交付する税
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　消防や救急に係る経費や議会費、農林水産業費など 

予
算
の
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ト

諸収入、繰入金など
　給食費や市有地売払収入、各種基金からの繰入金

57億9,173万円

衛生費 32億416万円
健康づくりに係る費用やごみ処理費など 

11.7%

30.5%

〔項目別〕
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